
第５５期 事業報告、連結計算書類、および計算書類の内容について、ご報告申しあげま

す。

当期における世界経済は、米中摩擦の激化により、米国、中国のほか、ユーロ圏経済の減

速基調が継続している中、新型コロナウイルス感染症のグローバルな感染拡大に伴い、世界

でパンデミックを引き起こし、各国での需要が落ち込んでおります。

世界の工場である中国では、生産停止による投資の先送り等、物流、人流規制が実施され

たことによる供給途絶が世界経済を大きく減速させております。この供給途絶の影響により

ASEAN、NIEsはマイナス成長となり、また、米国及び欧州においても感染拡大と重なり、失

業率が増加、個人消費が落ち込む等、世界的規模で景気が減速しております。

国内経済は、設備投資の減速及び所得の伸び悩みによる個人消費の低迷から低成長が

続く中、政府等からの新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止要請を受けての外出自粛

による生活必需品以外のモノの消費や、外食・宿泊・旅行等コトの消費が大幅に落ち込み、

企業は設備投資、輸出ともに低迷し、景気は落ち込んでおります。
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そうした中、当社グループを取り巻く環境は、医療現場において新型コロナウイルス感染症との

闘いと共に医療を守るための瀬戸際の対応が続いております。その一方で、海外においては、

高齢化の進展と医療の高度化に伴い、米国、欧州において多くの病院が新技術の導入に

積極的であります。米国では、ヘルスケア領域におけるデジタルイノベーションを加速する政策

が実行され、臨床現場で手術支援ロボット等の先端技術を活用した医療機器の積極的な

導入が続くと共に、欧州では、新技術を実装した医療ロボットやＡＩ等の導入が進展しておりま

す。
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［米国・欧州］



また、中国、アジア等の新興国においては、慢性疾患の早期診断、治療ニーズの高まりから

医療機器市場は安定成長が続いております。
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日本国内においては、引き続き高齢化の進展に伴い治療機器需要が増加する一方、病院

の機能統合による急性期病院の減少を受け、医療機器市場は緩やかな成長となっておりま

す。
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当社グループの事業活動としましては、ホスピタルプロダクツ ビジネスユニットでは輸液・栄養領

域を、サージカル＆セラピー ビジネスユニットでは透析領域及び外科治療領域を、ブラッドマネ

ジメント＆セルセラピー ビジネスユニットでは血液・細胞領域を中心にそれぞれ事業を展開し、

製品の開発、製造、販売を進めております。
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当期におきましては、こうした取り組みの一環として、輸液・栄養領域において、経腸栄養ライ

ンと輸液ライン等を物理的に接続させないことを目的とする国際規格基準に準拠した誤接続

防止コネクタの経腸栄養システムの国内導入を進め、さらに栄養剤用バッグや栄養ボトルと

栄養セットの接続部は輸液ライン等の色と識別できる紫色で統一し、加えて接続部をロック

化「Ｑ－ＬＯＣＫⓇ」することによる離脱防止の安全対策製品を提案しております。
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また、血液・細胞領域において末梢循環が悪くなった糖尿病患者さんや寝たきりの患者さん

等に好発する難治性皮膚潰瘍治療に用いる多血小板血漿を血液中から分離するためのデ

バイスとして血液成分分離バッグ「セルエイド Ｐタイプ」が医療現場で活用されています。
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当期のシステム別業績に関しご報告申し上げます。
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輸液・栄養領域におきましては、日本国内において薬剤調製・投与クローズドシステムの販

売が好調に推移したものの、医療機関の共同調達の拡大による市場価格の下落に加え、

海外において、アジアの輸液セットの販売が減少したことから、
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売上高は226億26百万円（前期比3.3％減）となりました。

10

＇ 鰤夜・-輝或 ｀ 

（百万円）

24,000 

22,000 

20,000 

前期 当期



透析領域におきましては、日本国内において人工腎臓用血液回路及び透析装置メンテナン

スの販売に加え、海外において北米のＡＶＦ針（血液透析用針）の販売が増加したものの、

中国の血液透析装置の販売が遅れたことから、

11

I 透 析 領 域 ・ 



売上高186億93百万円（前期比0.3％減）となりました。
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外科治療領域におきましては、日本国内において心肺回路の販売が増加したものの、ペース

メーカーの事業縮小に加え、償還価格改定による価格低下により、
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売上高は42億77百万円（前期比2.2％減）となりました。
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血液・細胞領域におきましては、日本国内において白血球除去フィルター付血液バッグの販

売が増加したことに加え、海外において北米の成分献血用回路、中東の血液バッグの販売

が増加したことから、
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売上高は117億17百万円（前期比14.6％増）となりました。
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その他取扱商品の売上高は12億53百万円（前期比4.0％減）となりました。

17

Iその他 ｀ 
（百万円）

1,400 

1,200 

1,000 

12信i53百万円
ーサ曰萄：t4.0硲咸少

1,306 1,253 

前期 当期



以上の結果、当期の売上高は、前期比0.9％増加の585億69百万円となりました。
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利益につきましては、日本国内において販売費及び一般管理費を抑制したことに加え、海外

において血液・細胞領域の増収効果のほか、フィリピンでは販売拡大に伴い固定費を吸収し

単年度黒字となったことにより、

19

一

JMI 

[ ~ 藝びー躙管理費を抑制:

血液•細胞領域の増収効果
フィリピンでの販売拡大



経常利益は26億72百万円（前期比75.8％増）となりました。

また、親会社株主に帰属する当期純利益は19億77百万円（前期比70.5％増）となりました。
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当期中に実施した設備投資の総額は28億44百万円であり、その主なものは、生産能力強

化のための設備及び老朽化設備の更新であります。
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当期において社債又は新株式の発行等による資金調達は行っておりません。

JMI 

［資金調達の状況 ］



次に、「企業集団の現況に関する事項」の「財産及び損益の状況の推移」、「重要な親会社

及び子会社の状況」、「主要な事業内容」、「主要な営業所及び工場等」、「従業員の状

況」、「主要な借入先」、また「会社の株式に関する事項」、「会社役員に関する事項」、「会

計監査人の状況」、「会社の体制及び方針」につきましては、招集ご通知８ページから２３

ページに記載の通りでございますので、ご高覧願います。
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続きまして、招集ご通知２４ページに記載の連結貸借対照表につきまして、その概要をご説

明申し上げます。
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2020年３月31日現在の資産合計は、665億67百万円であり前期末に比べ7億53百万円減

少しております。
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I資産の部 ｀ 
（鞘立：白hl-Y)

II 科自 I前期当期 I資産合計I

I資産合計 67,320 66,5671 

流動資産I37,748 I 37,088 

固定資産r29,5711 29,4791 

67,320 66,567 
トー

「
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その内訳につきましては、流動資産は、370億88百万円、
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I資産の部 ｀ 
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II 科自 I前期当期 I流動資産I
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I流動資産 37,748 37,0881 
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固定資産は、294億79百万円でございます。
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I資産の部 ｀ 
（鞘立：白hl-Y)

II 科自 I前期当期 II固定資産I

資産合計I67,320 I 66,567 

流動資産I37,748 I 37,088 

I固定資産 29,571 29,4791 

29,571 29,479 
~ 

「
亨

前期当期



次に、負債合計は、340億96百万円であり前期末に比べ13億23百万円減少しております。
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＇負債の部 ｀ 
（鞘立：白hl-Y)

II 科自 I前期当期 I負債合計I

I負債合計 35,42034,0961 35,420 34,096 

~ 22,663 I 21,895 I 戸i咸少
固定負債I12,756 I 12,201 

前期当期



その内訳につきましては、流動負債は、218億95百万円、
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＇負債の部 ｀ 
（鞘立：白hl-Y)

II 科自 I前期当期 I流動負債I

負債合計I35,420 I 34,096 
22,663 21,895 

I流動負債 22,663 21,8951 ~ i咸少

固定負債I12,756 I 12,201 
前期当期



固定負債は、122億1百万円でございます。
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＇負債の部 ｀ 
（鞘立：白hl-Y)

II 科自 I前期当期 II固定負債I

負債合計I35,420 I 34,096 
1Z756 12,201 

流動負債I22,663 I 21,895 

I固定負債 12,756 12,201 I 

戸i咸少
前期当期



また、純資産につきましては、株主資本合計は、334億35百万円であり、

その内訳は、資本金74億11百万円、資本剰余金103億62百万円、利益剰余金159億32

百万円、控除項目として、自己株式は、2億70百万円でございます。
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＇ 純資産の部 ｀ 
II 科自 I前期当期 I

r輩.
135 

資本金L 7,411 
資本剰余金l 10,362 ,,._ 

利益剰余金] 15,932 

（鞘立：白hl-Y)

I株主資本合計I

31,821 33,435 

n 
16儲14醐円
増加

そ一 — 
自己株式l △ 2701 前期当期



その他の包括利益累計額は、△10億98百万円であり、

その内訳は、その他有価証券評価差額金2億03百万円、為替換算調整勘定△13億02百

万円でございます。
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＇ 純資産の部 ｀ 
II 科自 I前期当期 I

霞-

31,900 1. 32,470 

31,821 

望卿画醗羽声賠l- 20~ 
為替換算調整勘定△1,302 

（鞘立：白hl-Y)

I冠池震却益霊格頁

△ 56 

「
10億t42百万円
減少

△ 1,098 
前期当期



非支配株主持分は、1億33百万円であり、
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＇ 純資産の部 ｀ 
（鞘立：白hl-Y)

II 科自 I前期当期 I

純資産合計I 31,900 1. 32,470 

□戸王］立西ー・一
そ庫磁痴溢盟権i.. ― △ 56 

135 133 

I-＂ 

ヽl

~1-0913 

133 

I非支配株主持分

~ 

n 
戸
前期当期



以上のことから純資産合計は、324億70百万円となり前期末に比べ5億70百万円増加いた

しました。
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＇ 純資産の部 ｀ 
II 科自 I前期当期 I

1純資産合計 31,900 32,470 I 

株主資本合計 31,821.. _ 
そ⑪膨泡痴溢盟瀬 △ 56 
非支配株主持分 135 

33,435 

△ 1r098 
＝ 

133 

（鞘立：白hl-Y)

I純資産合計I

31,9CX) 32,470 

n 
三増加
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また、自己資本比率は、48.6％であり前期末に比べ1.4ポイント上昇いたしました。
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次に、招集ご通知２５ページに記載の連結損益計算書につきまして、その概要をご説明申し

上げます。
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2019年４月１日から2020年３月31日までの連結売上高は、前期に比べ5億10百万円増加

の585億69百万円であり、
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＇ 螂損益計算書 ｀ 
（鞘立：白hl-Y)

II 科目 I前期当期 I

II売上高 58,059 58,5691 

営業利益I 1,462 j 2,314 

経常利益l． 1,s20 r 2,672 
税金等調整前l1,480 r 2,567 当期純利益

奈岩許土株ヨ三に帰属する
1,160 I 1,977 当期純利益I

I売上高

一
5偵110巨in円
i曽力0

前期当期



営業利益につきましては、前期に比べ8億51百万円増加の23億14百万円となりました。
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＇ 螂損益計算書 ｀ 
II 科目 I前期当期 I

売上高I58,059 I 58,569 

II営業利益I 1,462 2,314 I 

経 常利益I1,s20 
税金等調整前1-
当期純利益 1,480 

饂社株主に帰属する1
当期純利益 1,160 

2,672 

2,567 

1,977 

（鞘立：白hl-Y)

I 営業利益

2,314 

1,462 

84患51白h円
i曽力0

前期当期



経常利益につきましては、前期に比べ11億51百万円増加の26億72百万円となり、
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＇ 螂損益計算書 ｀ 
（鞘立：白hl-Y)

II 科目 I前期当期 I

売 上

営業利益

高I58,059 

1,462 

58,569 

2,314 

1 経 常利益 1,520 2,672 

税金等調整前
当期純利益 1,480 

饂社株主に帰属する1
当期純利益 1,160 

2,567 

1,977 

I 経常利益 I

1,520 

2,672 

11係!51函円
i曽力0

前期当期



税金等調整前当期純利益は、前期に比べ10億86百万円増加の25億67百万円となりまし

た。
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＇ 螂損益計算書 ｀ 
（鞘立：白hl-Y)

II 科目 I前期当期 I

売 上

営業利益

高I58,059 

1,462 

経常利益I 1,520 

58,569 

2,314 

2,672 

悶畠賢嗜悶 1,480 2,567 
饂社株主に帰属する1
当期純利益 1,160 1,977 

屠鐸疇前芋胴刹益

1,480 

2,567 

［
 五増加

前期当期



これから、法人税などを差し引いた結果、親会社株主に帰属する当期純利益は、19億77百

万円となり前期に比べ8億17百万円増加いたしました。
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＇ 螂損益計算書 ｀ 
（鞘立：白hl-Y)

II 科目 I前期当期 I

-:::I::::-

上 高I58,059 ll 58,569 ワ

営業利益I 1,462 j 2,314 

経常利益l． 1,s20 r 2,672 
税金等調整前l1,480 r 2,567 当期純利益

『;誓冒す旦 1,160 1,9771 

I親会社株主に帰属する華瞬叫

1,160 

1,977 

口
~ 増加
＇ 前期当期



なお、貸借対照表、損益計算書は、招集ご通知２６ページから２７ページに記載、連結株主

資本等変動計算書、連結注記表、株主資本等変動計算書、個別注記表は当社ウェブサ

イトに開示しました通りでございますので、ご高覧願います。
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また、対処すべき課題につきましては、招集ご通知６ページから７ページに記載の通りでござい

ますので、ご高覧願います。
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「対処すべき課題」に関し、前中期経営計画の総括と、新しい中期経営計画で掲げる取り

組みについてご説明申し上げます。
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《魯剣河疇忽襄瓢》



前中期経営計画では、「顧客起点」と「生産性向上」を基本方針として、機能強化したビジ

ネスユニット（BU）を軸に国内事業を推進し、海外では中国・ASEANを中心にグローバル展

開を図りました。

その結果、フィリピン工場が操業４年目で黒字化を果たすなど収益性の改善に一定の成果を

上げる事ができましたが、３年間の売上高/年平均成長率は1.8％に留まり、成長スピードに

課題を残しました。
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前中期経営計画：総括 (2017~凶忍)20.03)

． 
~ 

疇）霙細虚瞑なB這
誤果題）成長スピードと安定収益



この結果を踏まえ、進行中である前中計の取り組みは踏襲し、環境変化に対応するための

新たな施策を織り込んだ「新中期経営計画」《GAIN-RG 2023》を策定いたしました。

また長期ビジョンを掲げ、その実現に向けて次の取り組みを進めてまいります。
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長期ビジョン・新中期経営託画 (2020裳~.03)

窒長薗殿竺“ン：
未 をりし日祈た忠麟の倉饂を実現し、

世界の人閃の健康と~の一暦の司上を支える企業になる

~ obalization, ~ leration and [hnovation 

for the応 g匹 ation,to麟]ize~〇

グロー,~レに、スピード感をもって、イノベージョンを掏佳し、

新たな時代を切り拓いて、 成長を実現



国内市場では、継続する医療費抑制策により市場競争が厳しさを増す一方で、新型コロナ

感染症の拡大に伴い、院内感染対策や医療事故防止などの製品需要が増加しております。

このような環境のもと、国内事業の収益力回復により業績を安定成長の軌道に乗せるべく、

各ＢＵの機動性とＢＵ間の連携を一層強めた戦略を展開し、当社の総合力を最大限発揮

させ、ビジネスを拡大してまいります。
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取り組み①：事業ポードフォリオの最適化
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成長を続ける海外需要に、きめ細かく対応する司令塔として立ち上げたグローバルマーケティ

ング本部を中心に、海外子会社とＢＵとの三位一体でマーケティング力を強化し、グローバル

展開を加速してまいります。

中国では日本式血液透析システムの普及に続き、コア事業の展開を進めるほか、ASEANで

は、販売子会社や生産拠点を持つメリットを活かし、タイ、インドネシア、フィリピンを中心に販

売の拡大を図ってまいります。
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取り組み②：グロ→ヽル体制の強化

中国 •ASEANを中心に

グローバル展開を加速

直



抗がん剤を安全に取り扱うデバイスの「ネオシールド」は、市場要望に迅速に応える事で順調

に販売を伸ばし、主力製品に育ちつつあります。

また、当社独自シーズによる生分解性材料のデバイス開発にはもう少し時間を要する見込み

ですが、着実に課題をクリアしながら製品化を進めております。

このほか、医療機器投資ファンドを通じたスタートアップ企業への出資を始めており、Ｍ＆Ａや

事業提携など視野に入れ、次世代事業の創出に挑戦してまいります。
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取り組み③：次世代事業の創出

厨見点から 生紐眸由課恥 I 扉補MedVenture
Partners 

製屯院既 暉 辰渇
薬局•投与クローズドジステム 癒濯-防止材、消化管ステント I 新製品の「ネオジールド」

ミ 継繍湖架索
オーフ"Yイノベージョ:::;t街佳
投資ファンド活用、 M怠

先追お舗祐活用した

は~esign奈爪而1直心実王見
loT、A』による故障予知、至適治療の撼案



コロナを契機に、テレワークの浸透による新しい働き方や、オンライン化による非対面のビジネス

活動、遠隔医療の普及など、社会環境や人々の行動様式に大きな変化が予測されていま

す。

収益性と成長性のバランスのとれた企業体質へ変革していくために、この変化をチャンスと捉え、

環境や戦略に適応したグループ経営基盤の強化を推進してまいります。
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薗 廃ロ馨に適応した "TI翌難体質q沼翌臣”



これからの時代、企業が事業を通じた経済的な豊かさの追求だけでなく、社会的な課題解

決を通じた価値創造にどう取り組んでいるかが問われています。

「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」について、当社では、医療を支える事業活動とグローバル

な企業活動を通じて、その達成に貢献できるようグループ各社とともに活動目標を定め取り組

んでまいります。
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取り組み◎：持続可能な社会の夷現

事牟を通じた医療への貢献
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企鵠を通じたネ土会への貢献



私たちＪＭＳはこれからも、人と医療をつなぐ架け橋として、それぞれの国や地域の医療現場に

おける「価値」の創造と提供に取り組み、世界の医療と人々の生活の質の向上に貢献すると

ともに、健全な事業活動を通じて、企業価値を高めてまいります。
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私たちは、医療を必要とする人と支える人の架け橋となり、

健康でより豊かな生活に貢献することで、全ての人々を笑顔にします。

JMI 
人と医療のあいだに…
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